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報道関係各位 

2023 年 7 月 13 日 

東京医科大学 

定量的核形態情報を用いた淡明細胞型腎がんの再発予測 

〜従来の核異型度を超える再発予測能をもつ人工知能を応用した診断技術を開発〜 

 

 

【概要】 

東京医科大学（学長：林 由起子／東京都新宿区）分子病理学分野の黒田雅彦 主任教授、

人工知能応用医療講座の齋藤彰 特任教授、泌尿器科学分野の松原脩也 助教、大野芳正 主

任教授らの研究グループは、定量的核形態情報を用いて淡明細胞型腎がんの再発を予測す

る人工知能を応用した診断技術を開発しました。 

この研究成果は、淡明細胞型腎がんの再発予測に核形態の定量的評価と人工知能技術

が有効であることを示し、従来の再発リスク因子とは別の観点から正確な再発予測を提

供することが期待されます。この研究結果は、2023 年 7 月 7 日、英国科学誌 Scientific 

Reports 誌 (IF 4.997)にオープンアクセス論文として掲載されました。 

 

 

【本研究のポイント】 

●腎がんは術後 5 年以内に再発するものから 10 年以上経過後に再発するものまで、その

再発時期は様々です。米国泌尿器科学会や欧州泌尿器科学会から提唱されているリスク分

類は従来の T 病期や核異型度などを基本としたものであり、術後長期までの再発予測には

限りがあります。そのため今回はこれまで使用されていた病理学的因子とは別の、がん細

胞の核形態情報に着目しました。 

 

●デジタル病理画像技術を用いて細胞核の形態に関する特徴量を抽出し (図 1)、細胞の核

異型のみで判断可能なアルゴリズムを開発しました。5 年以内に再発した症例、5～10 年

で再発した症例、10 年時点で無再発であった症例の核形態の特徴をそれぞれ人工知能 (AI)

に学習させ、実際の症例で再発予測が可能かどうかを検討しました。 

 

●5 年時点での再発の有無、10 年時点での再発の有無をそれぞれ予測できるかどうかを目

的とし、AI の検証テストを行ったところ、それぞれ 100%の正答率で正解することができ、

少なくとも 10 年以内の再発症例については再発の有無だけでなくその再発時期も含め予

測が可能であることが示されました。 
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 図 1. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           → 細胞核が密集しているところを数箇所選択しそれぞれの核の長径、短径、 

周囲径、核の凝集度などといった特徴量を計 960 個抽出する。 

 

 

【研究の背景】 

腎細胞がんは腎臓実質に発生する悪性腫瘍であり、その組織型は多種にわたります。そ

の中でも淡明細胞型腎がんは腎がん全体の 80%以上を占めます。また、転移がない場合で

も 30%弱は再発すると言われています。その再発における腎細胞がんの特徴として、術後

早期に再発するものから、10 年以上経過後に再発するものまで再発時期が様々であると

いうことがあります。実臨床においては従来の病理組織情報などの予後因子を用いた予後

予測で早期に再発すると予想されても、10 年以上無再発で経過するということもしばし

ばあります。これは既存の病理学的因子のみで正確に再発リスクを予想することが困難で

あるためです。 

現在、デジタル病理画像、人工知能技術の発展により、目視では確認できない画像の特

徴を捉えそれを活用する試みが世界的に広がっています。一方で人工知能による腎細胞が

んの再発予測の報告はこれまでなく、今回の研究を行うに至りました。 

 

【本研究で得られた結果・知見】 

今回の研究により、世界で初めて淡明細胞型腎がんに対して人工知能による再発予測お

よび細胞核の定量化された形態学的特徴の有用性が示されました。この手法は患者に対し

て非侵襲的なものであり、摘出検体の HE 染色で測定できるものでありその簡便性から実

臨床に広く応用できる可能性があります。 

 

 

【今後の研究展開および波及効果】 

人工知能を用いた再発予測および予後予測は他のがん種でも行われています。今回の手

法は HE 標本のみを利用するもので、追加侵襲もないことから実臨床において簡便に応用

することができると考えられます。今後、解析のための症例をさらに増やすことでその精

度をより高いものとし、現状のリスク因子と合わせてより確実な予後予測が可能になるこ

とを目指します。 
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〇研究内容に関するお問い合わせ先 

東京医科大学 分子病理学分野  

主任教授 黒田雅彦  

TEL：03-3351-6141（大学代表） 

E-mail：kuroda@tokyo-med.ac.jp 

 

東京医科大学 泌尿器科学分野  

主任教授 大野芳正  

TEL：03-3342-6111（病院代表） 

E-mail：yoshio-o@tokyo-med.ac.jp 

 

〇取材に関するお問い合わせ先  

学校法人東京医科大学 企画部 広報･社会連携推進室  

TEL：03-3351-6141（大学代表） 

 E-mail：d-koho@tokyo-med.ac.jp 
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